
「
伝
記」
と
い
う
言
葉
は、

漢
代
に
は
主
と
し
て、

経
書
を
解
釈
し、

あ
る
い
は
補
足
す
る
書
物
を
指
し
た。

こ
の
こ
と
は
「

伝」
と
「

記」

と
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
が、

こ
の
言
葉
は
さ
ら
に、

劉
向
・

劉
欽
父
子
の
周
辺
に
お
い
て、

あ
る
い
は
春
秋
学
の
文
脈
に

お
い
て、

そ
れ
以
上
の
含
み
を
も
っ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た。

(

1
)
 

今、

先
行
研
究
に
依
拠
し
つ
つ、

こ
の
言
葉
の
用
例
を
通
し
て、

両

漢
の
際
に
お
け
る
春
秋
学、

ひ
い
て
は
学
術
観
あ
る
い
は
著
述
観
の

一
側
而
を
垣
間
見
た
い。

ま
ず、
「

伝
記」

が
経
書
の
解
釈
な
い
し
補
足
で
あ
っ
た
と
い
う

点
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い。

も
っ
と
も
わ
か
り
や
す
い
の
は

『
漠
書』

楚
元
王
附
劉
欽
伝
に
お
け
る
次
の
用
例
で
あ
る。

は
じ
め
に

伝
記
と
口
説

漢
代
春
秋
学
へ
の
一
視
点

河
平
中、

受
詔
与
父
向
領
校
秘
書、

講
六
芸
・

伝
記
・

諸
子
・

詩
賦
・

数
術
・

方
技 、

無
所
不
究。
（
河
平
年
間
に
詔
を
受
け

て
父
の
向
と
と
も
に
中
秘
の
蔵
書
の
校
定
を
統
括
し、

六
芸
・

伝
記
・

諸
子
・

詩
賦
・

数
術
・

方
技
を
研
究
し、

き
わ
め
な
い

も
の
は
な
か
っ
た。）

今
こ
れ
を
『

七
略』

の
「

有
輯
略 、

有
六
芸
略 、

有
諸
子
略 、

有
詩

賦
略 、
有
兵
書
略 、
有
数
術
略 、
有
方
技
略」
（『
漢
書』

芸
文
志
序）

と
い
う
構
成
と
比
較
し
て
み
る
と、

劉
欲
伝
で
は
「

兵
書」

を
欠
き、

「
六
芸」

の
後
に
「

伝
記」

を
加
え
て
い
る。

「
兵
書」

を
欠
く
の
は、

こ
の
分
野
の
み
は
漢
初
の
張
良
・

韓
信

よ
り、

武
帝
期
の
楊
僕
を
へ
て、

成
帝
期
の
任
宏
に
い
た
る
ま
で、

独
自
の
整
理
が
進
め
ら
れ、

劉
向
・

劉
欽
の
関
与
の
度
合
が
特
に
低

(

2
)
 

か
っ
た
た
め
で
あ
る
が、

一
方
の
「

六
芸」
の
後
に
「

伝
記」

を
加

え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て、

余
嘉
錫
は、

そ
れ
は
『

漢
書』

芸
文
志

序
の
上
文
に
「

劉
向
校
経
伝
・

諸
子
・

詩
賦」
と、
や
は
り
「

六
芸」

内

山

直

樹

(1) 



の
み
「

経
伝」

に
言
い
換
え
て
い
る
の
と
同
様
で、

六
芸
略
が
五
経

に
加
え
「

伝
記」

を
も
収
め
る
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
だ
と
し
て

(

3
)
 

い
る。そ

の
直
前
で
余
嘉
錫
が
「『

論
語』
『

孝
経』

は
い
ず
れ
も
漢
代
に

は
「

伝
記」

と
呼
ば
れ
た」
と
述
べ
て
い
る
の
に
よ
れ
ば、

こ
こ
で

の
余
嘉
錫
の
主
眼
は、

六
芸
略
に
論
語
・

孝
経
・

小
学
の
三
家
が
附

さ
れ
る
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
が、

と
は
い
え
も
ち

ろ
ん
「

伝
記」

が
『

論
語』

や
『

孝
経』

ば
か
り
に
限
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
く、

そ
れ
は
六
芸
略
に
著
録
さ
れ
る
類
の、

易
・

書
・

詩
・

春
秋
の
各
種
の
「

伝」

や
礼
・

楽
の
「

記」
な
ど
を
含
め
た
総
称
で

あ
る
に
ち
が
い
な
い。
『

漢
書』
元
后
伝
に
引
く
王
鳳
の
上
疏
に
「

五

、
、
、

経
伝
記、

師
所
誦
説」
と
あ
り、

ま
た
王
非
伝
下
に
引
く

天
鳳
元
年

、
、

、
、

六
月
の
詔
に
「

考
之
経
芸 、

合
之
伝
記」
と
あ
る
の
も、

同
様
の
意

(4)
 

味
で
あ
ろ
う。

「
伝
記」

と
い
う
言
葉
の
出
現
し
た
経
緯
に
つ
い
て、

戸
川
芳
郎

氏
は、

上
引
の
劉
款
伝
お
よ
び
元
后
伝
の
用
例
を
挙
げ
つ
つ、

次
の

よ
う
に
述
べ
る。

、
、
、

ど
う
も
こ
の
伝
説
・

伝
記
と
い
う
こ
と
ば
自
体
は、

前
漢
後
期

ま
さ
に
ク

経
学
昌
明
時
代ク
（
皮
錫
瑞）
に、
各
種
の
「

伝
・

記
・

説」
の
盛
行
の
も
と
に
熟
し
た
も
の、
と
思
わ
れ
る。
『

史
記』

儒
林
伝
に
は、

か
か
る
語
は
も
と
よ
り
「

経
伝」

の
語
す
ら
見

当
た
ら
ず、

…
『

漢
書』

儒
林
伝
に
も
「

伝
記
・

伝
説」
の
表

(5)
 

現
が
な
い
の
が
か
え
っ
て
特
徴
な
の
で
あ
る。

こ
こ
で
戸
川
氏
が
「

伝
説」

と
い
う
言
葉
を
も
併
せ
挙
げ
る
の
は、

『
漢
書』

劉
歓
伝
に
引
く
劉
款
「

移
書
譲
太
常
博
士」
に
見
え
る、

次
の
く
だ
り
を
念
頭
に
置
い
て
の
こ
と
で
あ
る。

、
、

至
孝
文
皇
帝、

…
天
下
衆
書、

往
往
頗
出、

皆
諸
子
伝
説、

猶

(

6
)
 

広
立
於
学
官 、

為
置
博
士。
（
文
帝
の
世
に
至
り、

…
各
地
か

ら
多
く
の
書
物
が
あ
ら
わ
れ、

い
ず
れ
も
諸
子
伝
説
の
類
で
あ

っ
た
が、

な
お
も
広
く

学
官
を
立
て、

博
士
を
置
い
た。）

こ
の
「

諸
子
伝
説」
が、
後
漢
の
趙
岐
「

孟
子
題
辞」
で
は
「

伝
記」

と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る。

孝
文
皇
帝
欲
広
遊
学
之
路 、

論
語
・

孝
経
・

孟
子
・

爾
雅 、

皆

、
、

置
博
士。

後
罷
伝
記
博
士、

独
立
五
経
而
已。
（
文
帝
は
学
問

に
進
む
道
を
広
げ
よ
う
と
し
て、
『

論
語』
『

孝
経』
『

孟
子』
『

爾

雅』

の
い
ず
れ
も
博
士
を
置
い
た。

そ
の
後、

伝
記
博
士
を
廃

し、

た
だ
五
経
の
み
を
立
て
た。）

こ
れ
に
よ
れ
ば、
そ
の
内
訳
は
『

論
語』
『

孝
経』
『

孟
子』
『

爾
雅』

と
い
う
こ
と
に
な
る
が、

い
ず
れ
に
せ
よ、

こ
の
所
伝
は
『

史
記』

に
記
載
の
な
い
も
の
で
あ
り、
「

諸
子
伝
説」

な
り
「

伝
記」
な
り

の
博
士
が
文
帝
期
に
握
か
れ
て
い
た
か
ど
う
か、

仮
に
置
か
れ
て
い

(

7
)
 

た
と
し
て
そ
の
よ
う
な
名
称
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は、

定
か
で
な
い。

(2) 



な
お、
『

漢
書』

河
間
献
王
伝
に
は
次
の
よ
う
に
「

経
伝
説
記」

と
い
う
言
葉
が
見
え
る。

献
王
所
得
曹 、

皆
古
文
先
秦
旧
曹 、

周
官
・

尚
書·
礼
・

礼
記
・

、
、
、
、

孟
子
・

老
子
之
属 、

皆
経
伝
説
記、

七
十
子
之
徒
所
論。
（
献

王
の
手
に
入
れ
た
書
物
は
い
ず
れ
も
古
文
字
で
書
か
れ
た
先
秦

の
旧
書
で
あ
り、
『

周
官』
『

尚
書』
『

礼』
『

礼
記』
『

孟
子』
『

老

子』
な
ど、

い
ず
れ
も
経
伝
説
記
の
類 、

七
十
子
の
整
理
に
係

る
も
の
で
あ
る。）

(8)
 

た
だ
し、
こ
の
話
も
『

史
記』

五
宗
世
家
に
は
見
え
な
い。

『
史
記』

中
に
用
例
を
探
れ
ば、

三
代
世
表
の、

た
だ
し
司
馬
遷

の
本
文
で
は
な
く、

宣
帝
五
鳳
年
間
か
ら
元
帝
期
の
頃
（
前
五
七
ー

(9)
 

前
三
三）

に
続
撰
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
猪
少
孫
の
補
論
部
分
に、

次
の
よ
う
に
見
え
る。

張
夫
子
問
猪
先
生
曰、

詩
言
契
．

后
稜
皆
無
父
而
生。

今
案
諸

伝
記
咸一＝口
有
父 、

父
皆
黄
帝
子
也。

得
無
与
詩
謬
乎。
（
張
夫

子
が
猪
先
生
に
尋
ね
た、
「『

詩』

に
は
契
と
后
稜
は
父
な
く
し

て
生
ま
れ
た
と
あ
る
が、

今
伝
記
に
照
ら
す
に、

い
ず
れ
も
父

は
い
た
と
い
い、
そ
の
父
は
と
も
に
黄
帝
の
子
で
あ
る
と
い
う。

『
詩』

と
食
い
違
い
は
し
ま
い
か」）

こ
こ
で
の
「

伝
記」
は、

文
脈
か
ら
す
れ
ば、

ま
ず
は
『

史
記』
三

代
世
表
自
体
を
指
す
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う。

す
な
わ
ち
三
代

世
表
の
本
文
に
「

黄
帝
生
玄
撹」

「
玄
霰
生
蝙
極」

「
嬌
極
生
高
辛」 、

(10)
 

さ
ら
に
「

高
辛
生
患」
「

高
辛
生
后
稜」
と
あ
り、

つ
ま
り
は
黄
帝

の
曾
孫
た
る
高
辛
が
患
と
后
稜
を
生
ん
だ
と
し
て
い
る
の
を
承
け
て、

そ
れ
が
『

詩』

の
詠
ず
る
と
こ
ろ
と
劃
嗣
す
る
と
評
し
て
い
る
わ
け

(11)
 

で
あ
る。

下
文
に
お
い
て
猪
少
孫
が
「

以
三
代
世
伝
言
之、

后
稜
有

父
名
高
辛」

云
々
と、
三
代
世
表
を
「

三
代
世
伝」

と
呼
ん
で
い
る

こ
と
も、
そ
れ
が
上
文
の
「

伝
記」
の
言
い
換
え
で
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
よ
う。

そ
も
そ
も
猪
少
孫
は、
『

史
記』
す
な
わ
ち
『

太
史
公』
を
も
「

太

(12)
 

史
公
伝」

と
呼
ん
で
い
た
と
思
し
き
痕
跡
が
あ
る。

ま
た
漢
代
に
は

(13)
 

こ
の
書
を
「

太
史
公
記」
と
称
し
た
例
も
散
見
す
る。

こ
の
こ
と
を

、
、
、
、

指
摘
し
た
戸
川
氏
は、

さ
ら
に
「
「

太
史
公」

が
経
書
の
解
き
あ
か

し
と
し
て
の
伝
・

記
の
位
置
に
お
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と」

に
注

(14)
 

意
を
促
し
て
い
る。
『

史
記』

と
い
う
と、

一
見
こ
れ
ま
で
述
べ
て

き
た
経
解
の
類
と
は
ま
っ
た
＜

性
質
を
異
に
す
る
よ
う
に
思
う
が、

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い。

上
引
の
問
い
に
対
す
る
答
え
の
な
か
で、

猪
少
孫
は
「

詩
伝
曰、

湯
之
先
為
契 、

無
父
而
生」

云
々
と、
「

詩
伝」

を
引
い
て
反
論
し

(15)
 

て
い
る。

こ
れ
は
現
行
の
毛
伝
と
は
相
反
す
る
説
で
あ
り、

猪
少
孫

と
問
者
の
張
長
安
と
が
と
も
に
業
と
し
て
い
た
魯
詩
系
統
の
も
の
で

(16)
 

あ
ろ
う
が、
と
も
あ
れ
こ
こ
で
「

伝
記」
は、
「

詩
伝」

に
対
抗
し
て、

(3) 



『
詩』

の
経
義
解
釈
に
資
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る。さ

ら
に
考
え
を
進
め
る
と、
上
引
文
中
の
「

伝
記」
が
ひ
と
り
『

史

記』
の
み
を
指
す
か
ど
う
か
は
確
定
的
で
は
な
い。

た
と
え
ば
今『
大

戴
礼
記』

に
収
め
る
「

帝
繋」

に
も、

黄
帝
の
曾
孫
を
帝
轡
高
辛
氏

と
し、

帝
魯
と
上
妃
姜
姫
と
の
子
を
后
稜 、

次
妃
簡
秋
と
の
子
を
契

と
す
る
記
載
が
あ
る。

三
代
世
表
序
に
お
い
て
司
馬
遷
は、

作
表
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
文
献
の一
っ
に
「

五
帝
繋
諜」

な
る
も
の
を
挙

げ
て
い
る
が、

索
隠
に
い
う
と
お
り、

そ
れ
は
『

大
戴
礼
記』

中
の

「
五
帝
徳」

お
よ
び
こ
の
「

帝
繋」

の
二
篇
に
相
当
す
る
も
の
と
考

(17)
 

え
ら
れ
る。

い
う
と
こ
ろ
の
「

伝
記」

と
は
こ
れ
ら
の
文
献
を
包
括

し
た
呼
称
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る。
「

今
案
諸
伝
記
咸
言
有
父」

の

「
諸」

字
が
「
も
ろ
も
ろ
の」

と
い
う
意
味
で
あ
る
と
す
れ
ば、

な

(18)
 

お
さ
ら
で
あ
る。

も
っ
と
も、

」
コ’J
11
 ＝ロ

「

猪
少
孫
の
『

史
記』

に
対
す
る
評
価
は一
律
と
い
う

、
、

わ
け
で
は
な
い。

滑
稽
列
伝
の
補
論
で
は
「
臣
幸
得
以
経
術
為
郎 、

、
、
、
、

而
好
読
外
家
伝
語」

と
い
っ
て、
『

史
記』

を
「

外
家
伝
語」

と
看

倣
し
て
い
る。

こ
れ
も
「

経
術」

に
対
比
さ
れ、

や
は
り
「

伝」

の

文
字
を
含
む
の
で
や
や
こ
し
い
が、
「

外
家」

と
い
う
以
上、

む
し

(19)
 

ろ
「

経
術」

の
中
心
か
ら
は
外
れ
た
書
を
い
う
の
で
あ
ろ
う。

再
び
戸
川
氏
の
論
を
参
照
す
れ
ば、
『

史
記』

が
「

伝」

『
古
文
尚

位
置
を
獲
得
す
る
の
は
前
漢
も
押
し
詰
ま
っ
た
時
期
に
な
っ
て
か
ら

の
こ
と
で
あ
っ
て、

本
来
『

太
史
公』

と
は、

個
人
の
尊
号
を
冠
し

た
そ
の
書
名
が
示
す
よ
う
に、

諸
子
の
類
に
属
す
べ
き一
家
言
の
書

(20)
 

で
あ
っ
た。

堵
少
孫
の
『

史
記』

に
対
す
る
評
価
の
揺
れ
は、

そ
の

よ
う
な
『

史
記』

の
位
置
の
揺
れ
を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

「
伝
記」

と
い
う
言
葉
の
用
例
は
こ
れ
を
も
っ
て
喘
矢
と
す
る
よ

う
だ
が、

で
あ
れ
ば、

こ
の
言
葉
は
や
は
り、

前
漢
末
薬
に
お
け
る

経
義
解
釈
学
の
盛
行
に
と
も
な
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え

る。

最
後
に
挙
げ
た
例
の
よ
う
に、
『

史
記』

の
よ
う
な
著
作
を
指

す
と
思
わ
れ
る
場
合
で
さ
え、

そ
れ
を
経
学
的
に
扱
う
際
に
用
い
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る。

た
だ
し、

そ
れ
が
単
純
に
「

伝」

や
「

記」

の
総
称
に
す
ぎ
な
い
の
か
と
い
え
ば
そ
う
と
は
限
ら
ず、

よ
り
特
殊

な
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る。

次
節
で
検
討
し
た
い。

も
し
「

伝
記」

が、

経
解
の
称
と
し
て
の
「

伝」

と
「

記」

を
併

せ
た
呼
称
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
れ
ば、
「

伝
記」

と
い
う
言
葉
の
用

例
に
拘
泥
す
る
の
は
あ
ま
り
意
味
の
な
い
こ
と
に
も
思
わ
れ
よ
う。

し
か
し、

劉
飲
に
よ
る
次
の
用
例
に
は、

そ
れ
以
上
の
含
み
が
認
め

ら
れ
る。

前
節
に
も
言
及
し
た
劉
欽
「

移
書
譲
太
常
博
士」

は、

(4) 



書』
『

逸
礼』
『

左
氏
春
秋』
の
学
官
へ
の
建
立
を
肯
ん
じ
な
い
当
時

の
五
経
博
士
ら
へ
の
指
弾
を、

次
の
よ
う
な
厳
し
い
言
葉
で
綴
っ
て
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い
る。

往
者
綴
学
之
士、

不
思
廃
絶
之
閾 、

荀
因
隠
就
寡 、

分
文
析
字 、

、
、
、
、
、
、
、

煩
言
悴
辞 、

学
者
罷
老
且
不
能
究
其
一
芸 。

信
口
説
而
背
伝
記、

、
、
、
、
、
、
、

是
末
師
而
非
往
古 、
至
於
国
家
将
有
大
事、
若
立
辟
薙
・

封
禅·

巡
狩
之
儀 、

則
幽
冥
而
莫
知
其
原 。

猶
欲
保
残
守
鋏 、

挟
恐
見

破
之
私
意、

而
無
従
善
服
義
之
公
心、

或
懐
妬
嫉 、

不
考
情
実、

雷
同
相
従、

随
声
是
非、

抑
此
三
学、

以
尚
書
為
備、

謂
左
氏

為
不
伝
春
秋、

登
不
哀
哉 。
（
こ
れ
ま
で
学
問
の
伝
授
に
携
わ

っ
て
き
た
者
た
ち
は、

断
絶
に
よ
る
欠
落
に
思
い
を
致
さ
ず、

か
り
そ
め
に
晒
見
に
依
拠
し
て
眼
前
の
残
り
も
の
に
執
着
し、

そ
の
文
字
を
剖
析
し、

言
辞
を
粉
砕
し、

老
い
さ
ら
ば
え
る
ま

で
学
ん
で
も
一
経
す
ら
究
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
始
末。

口
授

の
教
説
を
信
用
し
て
伝
記
に
違
背
し、

後
世
の
師
儒
を
尊
重
し

て
古
代
を
否
定
し、

ひ
と
た
び
国
家
が
大
事
に
臨
み、

辟
蕪．

封
禅．
巡
狩
の
儀
を
定
め
る
よ
う
な
段
に
至
る
や、

茫
然
と
し

て
そ
の
沿
革
を
答
え
る
こ
と
も
で
き
な
い。

そ
れ
で
も
な
お
残

骸
を
守
ろ
う
と
し、

負
け
ま
い
と
す
る
私
意
を
懐
く
の
み
で、

善
に
服
す
公
心
は
な
い。

嫉
妬
に
囚
わ
れ、

事
実
を
察
せ
ず、

た
だ
人
の
後
に
つ
い
て
批
評
し
て
は、

こ
の
三
つ
の
学
問
を
抑

圧
し、
『

尚
書』

は
完
備
し
て
い
る
と
か、

左
氏
は
『

春
秋』

の
伝
で
は
な
い
と
か
い
う。

哀
れ
な
こ
と
で
は
な
い
か。）

こ
こ
に
い
う
「

伝
記」

と
は、

劉
欽
の
い
う
「

三
学」

が
『

古
文
尚

書』
『

逸
礼』
『

左
氏
春
秋』

の
三
者
で
あ
る
以
上、

経
で
あ
る
前――

者
で
は
な
く、

も
っ
ぱ
ら
『

左
氏
春
秋』
を
指
す
に
ち
が
い
な
い。

ゆ
え
に、
「

往
古」

の
「

伝
記」

を
棄
て
て
「

末
師」
の
「
口
説」

に
就
く
と
の
非
難
も、

主
と
し
て
公
羊
・

穀
梁
両
派
の
師
儒
に
向
け

た
も
の
と
理
解
さ
れ
る。

そ
れ
は、

や
は
り
劉
欧
の
説
に
も
と
づ
く

と
さ
れ
る
『

漢
書』

芸
文
志
六
芸
略
春
秋
家
小
序
の
「

及
末
世 、

ロ

説
流
行、

故
有
公
羊
・

穀
梁
・

鄭
．

央
之
伝」
と
い
う
一
文
に
よ
っ

(22)
 

て
も
肯
わ
れ
よ
う。

つ
ま
り、

劉
欽
は
こ
こ
で、
「

伝
記」

の
語
を

用
い
て
公
・

穀
に
対
す
る
左
氏
の
優
位
性
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の

で
あ
る。

実
際
に
は、

上
引
文
末
に
引
く
「

謂
左
氏
為
不
伝
春
秋」

と
の
今

文
側
か
ら
の
批
判
が
端
な
く
も
示
し
て
い
る
と
お
り、
『

春
秋』

の

「
伝」

と
い
え
ば
公
・

穀
の
二
家
で
あ
り、

左
氏
は
そ
の
位
饂
に
な

い
と
す
る
の
が、

む
し
ろ
当
時一
般
の
見
方
で
あ
っ
た。

劉
飲
は
そ

れ
を
敢
え
て
転
倒
さ
せ、

む
し
ろ
左
氏
こ
そ
が
「

伝
記」
で
あ
る
と

主
張
す
る。

こ
の
主
張
の
背
景
に
は、
「

及
劉
飲
治
左
氏、

引
伝
文
以
解
経、

転
相
発
明、

由
是
章
旬
義
理
備
焉」
（『
漢
書』

劉
款
伝）

と
い
わ
れ

(5) 



る
よ
う
に、

劉
款
自
身
が
『

左
氏
春
秋』
を
「

伝」

と
し
て
経
義
の

解
釈
に
利
用
し
た
と
い
う
事
情
が
存
し
よ
う。

し
か
し
同
時
に、

そ

れ
が
「
口
説」
と
対
比
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば、
「

伝
記」

と
は
ま
ず
も
っ
て、
文
字
に
よ
っ
て
遺
さ
れ
た
と
い
う『
左
氏
春
秋』

自
体
の
性
質
に、

そ
の
優
位
性
の
根
拠
を
饂
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
と
思
わ
れ
る。
「

移
書
譲
太
常
博
士」

の
上
文
に
も、

及
春
秋
左
氏
丘
明
所
修 、

皆
古
文
旧
書、

多
者
二
十
余
通、

戚

於
秘
府 、

伏
而
未
発。
（
お
よ
び
『

春
秋』

の
左
丘
明
の
撰
述

に
係
る
も
の
は、

い
ず
れ
も
古
文
字
で
書
か
れ
た
旧
書
で
あ
っ

て、

二
十
数
篇
の
多
き
に
上
り、

秘
府
に
蔵
さ
れ
た
ま
ま
開
か

れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た。）

と、

そ
れ
が
古
く
に
成
っ
た
文
献
で
あ
っ
て、

ほ
と
ん
ど
人
目
に
触

れ
ず
秘
府
に
眠
っ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
組 。

『
左
氏
春
秋』

成
立
の
事
情
に
つ
い
て
は、
『

史
記』

十
二
諸
侯
年

表
序
に
次
の
よ
う
な
説
明
が
見
え
る。

七
十
子
之
徒
口
受
其
伝
指、

為
有
所
刺
磯
褒
詭
抱
損
之
文
辞 、

不
可
以
書
見
也。

栂
君
子
左
丘
明
憫
弟
子
人
人
異
端 、

各
安
其

意、
失
其
真 、
故
因
孔
子
史
記
具
論
其
語、
成
左
氏
春
秋。
（
七

十
人
の
高
弟
ら
は
そ
の
解
説
を
口
伝
え
に
受
け
た。

時
政
へ
の

毀
誉
褒
貶
が
含
ま
れ
る
た
め、

書
い
て
示
す
わ
け
に
は
い
か
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る。

魯
の
君
子
の
左
丘
明
は、

弟
子
た
ち
が

ひ
と
り
ひ
と
り
考
え
を
異
に
し、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
見
解
に
安

住
し
て、

本
来
の
趣
旨
を
見
失
う
こ
と
を
憫
れ
た。

そ
こ
で
孔

子
の
用
い
た
記
録
に
依
拠
し、

そ
の
言
葉
を
つ
ぶ
さ
に
集
め、

『
左
氏
春
秋』

を
完
成
さ
せ
た。）

上
に
も
引
用
し
た
『

漢
書』

芸
文
志
六
芸
略
春
秋
家
小
序
で
は、

同

様
の
所
伝
を
次
の
よ
う
に
敷
術
し
て
い
る。

有
所
褒
諒
貶
損 、

不
可
書
見、

口
授
弟
子、

弟
子
退
而
異
言。

丘
明
恐
弟
子
各
安
其
意、

以
失
其
真 、

故
論
本
事
而
作
伝、

明

夫
子
不
以
空
百
説
経
也。

春
秋
所
貶
損
大
人、

当
世
君
臣、

有

威
権
勢
力、

其
事
実
皆
形
於
伝、

是
以
隠
其
書
而
不
宣 、

所
以

免
時
難
也。

及
末
世 、

口
説
流
行、

故
有
公
羊
・

穀
梁
・

鄭
．

央
之
伝。
（
毀
誉
褒
貶
を
含
む
点
に
つ
い
て
は、

書
い
て
示
す

わ
け
に
い
か
ず、

口
頭
で
弟
子
た
ち
に
授
け
た
が、

弟
子
た
ち

は
退
く
と
言
を
異
に
し
た。

左
丘
明
は
弟
子
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
見
解
に
安
住
し
て、

本
来
の
趣
旨
を
見
失
う
こ
と
を
恐

れ、

そ
こ
で
本
づ
く
と
こ
ろ
の
事
実
を
編
集
し
て
伝
を
作
り、

孔
子
が
空
理
空
論
に
よ
っ
て
経
を
解
説
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た。
『

春
秋』

の
磯
刺
す
る
貴
人
は
当
時
の

権
勢
あ
る
君
臣
で
あ
り、

そ
の
事
実
は
す
べ
て
伝
に
明
示
さ
れ

て
い
た
の
で、

そ
の
書
を
隠
し
て
世
に
示
さ
ず、

そ
う
す
る
こ

と
で
時
詭
に
触
れ
る
の
を
避
け
た
の
で
あ
る。

後
世
に
な
っ
て

(6) 



そ
こ
で
公
羊・
穀
梁・
郁．
央
氏
の
伝
が
あ

口
説
が
流
行
し 、

ら
わ
れ
た 。）

(

124
)

、

両
者
の
間
に
は
か
な
り
の
異
同
が
見
ら
れ
る
力

今
注
目
し
た
い
の

は 、
後
者
に
お
い
て 、
左
氏
の
書
が
完
成
後
に
秘
匿
さ
れ 、
そ
の
た

め
時
緯
に
触
れ
る
こ
と
を
避
け
得
た
と
さ
れ
て
い
る
点 、
ま
た
こ
と

さ
ら
に
公
羊・
穀
梁
等
の
「
口
説」
と
の
対
比
が
強
調
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
る 。

上
引
の
文
脈
に
お
い
て
「
口
説」
と
は 、
孔
子
か
ら
口
頭
で
弟
子

に
授
け
ら
れ
た
も
の
が 、
文
字
に
定
着
す
る
こ
と
な
く 、
口
伝
に
よ

っ
て
受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る 。
実
際 、
『

公

羊
伝』
に
関
し 、
そ
れ
が
久
し
く
口
授
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ 、
漢
代

に
入
っ
て
は
じ
め
て
文
字
に
著
さ
れ
た
と
す
る
所
伝
が
存
在
す
る 。

後
漢
の
戴
宏
『

解
疑
論』
序
に 、
『

公
羊
伝』
の
授
受
に
つ
い
て

(25)
 

次
の
よ
う
に
い
う 。

子
夏
伝
与
公
羊
高 、
高
伝
与
其
子
平 、
平
伝
与
其
子
地 、
地
伝

(26)
 

与
其
子
敢 、
敢
伝
与
其
子
寿 。
至
漢
景
帝
時 、
寿
乃
其
弟
子
斉

人
胡
母
子
都 、
著
於
竹
吊 、
与
董
仲
舒 、
皆
見
於
閲
識 。
（
子

夏
は
公
羊
高
に
伝
え 、
公
羊
高
は
子
の
平
に
伝
え 、
平
は
子
の

地
に
伝え 、
地
は
子
の
敢
に
伝
え 、
敢
は
子
の
寿
に
伝
え
た 。

漢
の
景
帝
の
時
代
に
な
っ
て 、
寿
は
そ
の
弟
子
で
あ
る
斉
人
の

胡
母
子
都
と
と
も
に
竹
用
に
著
し 、
董
仲
舒
に
与
え
た 。
い
ず

れ
も
図
識
に
見
え
る 。）

こ
の
師
承
は
図
識
に
見
え
る
と
さ
れ
る
が 、
『

史
記』
儒
林
列
伝・
『

漢

書』
儒
林
伝
と
も
に 、
胡
母
生・
董
仲
舒
以
前
に
つ
い
て
は
記
載
が

な
い 。
劉
欽
の
い
う
「

末
師」
と
は
お
そ
ら
く
戦
国
時
代
の
こ
と
で

あ
ろ
う
か
ら 、
こ
こ
ま
で
引
き
延
ば
さ
れ
た
口
伝
の
系
譜
は
想
定
し

(27)
 

て
い
ま
い
が 、
根
抵
に
口
承
性
へ
の
認
識
が
あ
る
点
は
同
じ
で
あ
る 。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は 、
公
羊
家
の
側
で
は 、
こ
の
よ
う
な
文
字

化
の
遅
れ
を
不
利
な
も
の
と
は
考
え
ず 、
む
し
ろ
強
味
と
捉
え
て
さ

え
い
る
点
で
あ
る 。
戴
宏
『

解
疑
論』
に
や
や
遅
れ
て
『

春
秋
公
羊

(28)
 

経
伝
解
詰』
を
著
し
た
何
休
は 、
隠
公
二
年
伝
「

紀
子
伯
者
何、
無

聞
焉
爾」
条
の
注
に
次
の
よ
う
に
い
う 。

言
無
聞
者、
春
秋
有
改
周
受
命
之
制 、
孔
子
畏
時
遠
害 、
又
知

秦
将
燿
詩
曹 、
其
説
口
授
相
伝 、
至
漢
公
羊
氏
及
弟
子
胡
母
生

等 、
乃
始
記
於
竹
吊 、
故
有
所
失
也。
（「
無
聞」
と
い
う
の
は 、

『
春
秋』
に
は
周
の
受
命
の
制
を
改
め
る
意
が
寓
さ
れ
て
い
る

の
で 、
孔
子
は
時
局
に
配
慮
し 、
ま
た
秦
の
焚
書
を
予
知
し 、

そ
の
説
を
口
授
に
よ
っ
て
伝
え 、
漢
に
な
っ
て
公
羊
氏
と
そ
の

弟
子
の
胡
母
生
ら
が
は
じ
め
て
竹
吊
に
記
し
た 。
そ
の
た
め
遺

失
が
あ
る
の
で
あ
る 。）

す
で
に
見
た
よ
う
に 、
『

史
記』
＋
二
諸
侯
年
表
序
や
『

漢
古』
芸

文
志
六
芸
略
春
秋
家
小
序
に
も 、
孔
子
が
時
誨
に
触
れ
る
の
を
恐
れ 、

(7) 



『
春
秋』

の
解
説
を
口
頭
で
弟
子
に
授
け
た
と
す
る、

い
わ
ゆ
る
孔

子
説
経
説
話
な
い
し
口
授
説
話
が
説
か
れ
て
い

た俎 ‘

こ
こ
で
は
そ

れ
を
さ
ら
に
敷
術
し
て、

秦
の
焚
書
を
予
見
し
た
が
ゆ
え
に、

漢
代

に
至
る
ま
で
敢
え
て
竹
吊
に
著
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て、

そ
の
口
承

性
が
か
え
っ
て
優
位
性
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る。

ま
た
哀
公
十
四
年
伝
「

莫
近
諸
春
秋」
条
の
注
に
い
う。

得
麟
之
后 、

天
下
血
書
魯
端
門
曰、

超
作
法、

孔
畢
没 、

周
姫

、
、
、

、
、
、

亡、

彗
東
出、

秦
政
起、

胡
破
術 、

書
記
散、

孔
不
絶。

子
夏

明
日
往
視
之、
血
書
飛
為
赤
烏 、
化
為
白
書、
署
曰
演
孔
悩 。
（
獲

麟
の
後、

天
は
魯
の
端
門
に
血
書
を
下
し
た。

そ
の
文
に
「

速

や
か
に
法
を
作
れ。

孔
子
は
没
し、

周
は
滅
び、

彗
星
が
東
に

あ
ら
わ
れ、

秦
王
政
が
立
ち、

胡
亥
が
先
王
の
術
を
破
壊
し、

書
物
は
散
ず
る
が、

孔
子
の
道
は
絶
え
ぬ」

と
あ
っ
た。

子
夏

が
翌
日
見
に
行
く
と、

血
書
は
飛
び
立
っ
て
赤
烏
と
な
り、

文

字
は
白
く
変
わ
っ
て、
「

演
孔
閃」
と
署
名
さ
れ
て
い
た。）

こ
こ
で
も
「

書
記
散、

孔
不
絶」
と
は、

焚
書
に
も
か
か
わ
ら
ず
孔

子
の
道
が
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
ら
し
く、

そ
れ
は
口
伝
に
よ
れ

(30)
 

ば
こ
そ
で
あ
ろ
う。

か
く
し
て、

書
か
れ
た
も
の
と
し
て
の
「

伝
記」

と、

語
ら
れ
た

も
の
と
し
て
の
「
口
説」
は、

二
途
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
優
位
性

を
主
張
し
合
う
わ
け
で
あ
る
が、

し
か
し
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
れ

ば、

そ
も
そ
も
「

伝」

と
い
う
言
葉
に
は
師
資
相
伝
の
語
感
が
と
も

な
う
も
の
で
は
な
い
か。

た
と
え
ば
『

易』
に
つ
い
て、
『

漢
書』

芸
文
志
六
芸
略
易
家
小
序
に
「

及
秦
燿
書、

而
易
為
筵
卜

之
事、

伝

者
不
絶、
漢
興、
田
何
伝
之」
と
あ
り、
同
儒
林
伝
に
田
何
が
王
同·

周
王
孫·
丁
寛
・

服
生
に
授
け
た
こ
と
を
述
べ
た
後
に
「

皆
著
易
伝

数
篇」

と
あ
る
の
は、

焚
書
を
生
き
延
び
た
理
由
こ
そ
異
な
れ、

要

は
「
口
授
相
伝」

と
同
じ
で、
一
定
の
伝
授
の
過
程
を
経
た
後、

漢

代
に
至
り
「

易
伝」

の
著
述
に
結
実
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う。

と
す
れ
ば、

完
成
後
た
だ
ち
に
「

隠
其
雷
而
不
宣」

と
の
措
置
を
受

け、

漢
代
に
な
っ
て
も
「

戚
於
秘
府 、

伏
而
未
発」
と
い
う、

ま
さ

に
伝
を
絶
っ
た
状
態
に
あ
っ
た
『

左
氏
春
秋』

は、
「

伝」

の
名
に

値
し
な
い。

そ
れ
も
「

左
氏
不
伝
春
秋」

と
さ
れ
た
一
因
で
は
な
か

っ
た
か。

つ
ま
り
劉
飲
は、
「

伝
記」

と
い
う
言
葉
を
用
い、

そ
こ
に
書
か

れ
た
も
の
と
い
う
含
み
を
忍
び
込
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て、
「

伝」

の
地
位
の
奪
取
を
図
っ
た
と
い
え
よ
う。

そ
の
際
に
動
員
さ
れ
た
の

が、
「

記」
の
文
字
の
否
応
な
く
喚
起
す
る
記
録
と
い
う
含
意、

よ

り
端
的
に
は、

史
官
の
記
録
と
し
て
の
「

史
記」
へ
の
連
想
で
は
な

か
っ
た
か。

実
は
前
に
引
い
た
『

漢
書』

芸
文
志
春
秋
家
小
序
の
上

文
に
は
「（

仲
尼）

故
与
左
丘
明
観
其
史
記、

拠
行
事」

云
々 、

す

な
わ
ち
孔
子
が
左
丘
明
と
と
も
に
魯
の
史
官
の
記
録
を
見
た
と
い
う

(8) 



(31)
 

く
だ
り
が
あ
る。

左
氏
の
「

伝
記」

と
は
直
接
「

史
記」

に
由
来
す

(32)
 

る
も
の
な
の
で
あ
る。

実
際、

こ
こ
で
「

史
記」

の
記
録
対
象
と
さ

れ
る
「

行
事」

は、

ま
た
「

伝
記」

の
内
容
と
も
さ
れ
る。

次
節
で

さ
ら
に
検
討
を
加
え
た
い。

前
節
に
引
い
た
劉
欧
「

移
書
譲
太
常
博
士」

と
『

漢
書』

芸
文
志

六
芸
略
春
秋
家
小
序
と
を
併
せ
て
考
え
る
と、

そ
こ
に
互
い
に
重
な

り
合
う
二
組
の
対
立
概
念
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る。

一
組
は
前
節

に
論
じ
た
「

伝
記」

と
「
口
説」

で
あ
り、

も
う
一
組
は
「

本
事」

と
「

空
言」

で
あ
る。
「

本
事」

は
ま
た
「

行
事」
「

事
実」

と
も
呼

ば
れ
て
い
る
が、

要
す
る
に
「

事」

で
あ
る。

そ
し
て
「

故
論
本
事

而
作
伝、

明
夫
子
不
以
空
百
説
経
也」
（
春
秋
家
小
序）

と
の
一
文

が
示
唆
す
る
よ
う
に、
「

伝
記」

は
「

本
事」

を
集
め
た
も
の、
「
ロ

説」

は
「

空
言」

を
談
じ
た
も
の
と
さ
れ
る。

「
事」

に
関
し
て
は、

す
で
に
戸
川
氏
も
論
じ、

さ
ら
に
そ
れ
を

(33)
 

承
け
て
岩
本
憲
司
氏
が
詳
密
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で、

贅
言

す
る
に
は
及
ば
な
い
が、

単
純
化
し
て
い
え
ば、

そ
れ
は
「

義」

を

説
く
こ
と
に
主
眼
を
置
く

公
羊
・

穀
梁
系
の
春
秋
学
に
対
し、

左
氏

の
特
長
と
し
て、

劉
向
・

劉
飲
父
子
ら
に
よ
っ
て
「

発
即」

さ
れ
た

も
の
で
あ
り、

経
の
本
づ
く
と
こ
ろ
の
史
実
を
論
定
す
る
と
い
う、

(35)
 

別
種
の
春
秋
学
の
あ
り
方
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た。

そ
の
よ
う
な
「

事」

の
春
秋
学
の
陣
営
を
補
強
す
る
た
め
に、

劉

氏
父
子
は、

そ
れ
ま
で
春
秋
学
に
関
わ
る
と
は
看
倣
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
書
物
を
も、

春
秋
学
の
枠
内
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
ら
し
く、

そ
の
経
緯
は
劉
向
の
群
書
叙
録
や
劉
欽
の
『

七
略』

に
窺
う
こ
と
が

で
き
る。
『

七
略』

を
踏
襲
し
た
『

漢
書』

芸
文
志
の
六
芸
略
春
秋

家
に
は
二
十
九
種
の
文
献
が
著
録
さ
れ
て
い
る
が、

後
半
の
「

国
語

二
十
一
篇」

以
下
十
一
種
は、

概
ね
そ
の
よ
う
に
し
て
取
り
込
ま
れ

(36)
 

た
も
の
で
あ
る。

な
か
で
も
顕
著
な
例
と
し
て、
戸
川
氏
や
岩
本
氏
も
言
及
す
る「
戦

国
策
三
十
三
篇」

が
あ
る。

こ
の
書
は
劉
向
が
中
秘
に
蔵
さ
れ
て
い

た
零
細
な
資
料
を
整
理
し
て
成
っ
た
も
の
で、

書
名
も
劉
向
が
定
め

た。
「

戦
国
策
書
録」

に
次
の
よ
う
に
あ
る。

中
書
本
号 、

或
日
国
策 、

或
曰
国
事、

或
日
短
長、

或
曰
事
語、

或
曰
長
書、

或
日
修
書。

臣
向
以
為、

戦
国
時
滸
士
輔
所
用
之

国、

為
之
策
謀 、

宜
為
戦
国
策 。

其
事
継
春
秋
以
後
迄
楚
漢
之

起、
二
百
五
十
四
年
間
之
事。
（
中
秘
本
の
名
称
は
「

国
策」
「

国

事」
「

短
長」
「

事
語」
「

長
書」
「

修
書」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
が、

私
劉
向
が
思
う
に、

戦
国
時
代
の
遊
説
の
士
が、

登
用
さ
れ
た

国
を
補
佐
し、

策
謀
を
め
ぐ
ら
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら、
『

戦

国
策』

と
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う。

そ
の
史
実
は
『

春
秋』

(9) 



の
後、

楚
漢
期
の
前
ま
で
の、

二
百
五
十
四
年
間
の
史
実
で
あ

る。）

つ
ま
り、

内
容
上
は
「

滸
士」

の
「

策
謀」
で
あ
り、

諸
子
略
従
横

家
に
属
す
べ
き
も
の
を、

一
時
代
の
「

事」
の
記
録
と
し
て
そ
の
性

格
を
読
み
替
え
る
こ
と
で、

春
秋
家
に
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
る。

こ

の
種
の
も
の
が
「

伝
記」
の
隊
伍
を
充
た
し
て
い
っ
た
わ
け
で、
「

太

史
公
百―
二
十
篇」
も
そ
の
一
っ
な
の
で
あ
る。

こ
こ
に
至
り、
「

伝
記」

と
い
う
言
葉
の
今―
つ
の
用
例
を
検
討

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る。
『

漢
書』

劉
向
伝
に
次
の
よ
う
に
あ
る。

故
採
取
詩
書
所
載
賢
妃
貞
婦、

興
国
顕
家
可
法
則、

及
草
嬰
乱

亡
者、

序
次
為
列
女
伝、

凡
八
篇、

以
戒
天
子。

及
采
伝
記
行

事、

著
新
序
・

説
苑 、

凡
五
十
篇、

奏
之。
（『
詩』
『

書』

に

載
る
賢
妃
や
貞
婦
の、

国
や
家
に
繁
栄
を
も
た
ら
し、

手
本
と

な
る
者、

お
よ
び
嬰
妾
の
混
乱
や
滅
亡
を
招
い
た
者
を
取
り
上

げ、

編
集
し
て
『

列
女
伝』

八
篇
に
ま
と
め、

天
子
の
鑑
戒
と

し
た。

ま
た
伝
記
に
載
る
史
実
を
採
集
し
て
『

新
序』
『

説
苑』

計
五
十
篇
を
著
し、

奏
上
し
た。）

劉
向
に
よ
る
『

列
女
伝』
『

新
序』
『

説
苑』
の
撰
集
に
つ
い
て
述
べ

た
く
だ
り
だ
が、

こ
こ
で
『

列
女
伝』

が
『

詩』
『

書』

に
材
を
得

た
と
さ
れ
る
の
は、

現
行
の
『

列
女
伝』

に
も
認
め
ら
れ
る、

ほ
ぼ

条
ご
と
に
『

詩』

を
引
き、

ま
た
時
に
は
『

書』
を
引
く
と
い
う
体

例
を
房
髯
さ
せ
よ
う。

そ
れ
に
対
し
『

新
序』
『

説
苑』
は
「

伝
記」

の
「

行
事」

を
採
っ
た
と
さ
れ
る。

こ
の
「

伝
記」
は、

単
に
経
義

解
釈
の
書
と
い
う
意
味
で
は
な
い
し、

さ
り
と
て
漠
然
と
書
物
全
般

を
指
す
わ
け
で
も
な
い。

そ
れ
は
ま
さ
し
く
「

行
事」
（
往
行
の
成

(37)
 

事）

を
記
載
し
た
も
の
と
し
て
の
『

左
氏
春
秋』 、

お
よ
び
そ
れ
に

列
な
る
も
の
と
し
て
春
秋
家
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
諸
書
を

指
す
は
ず
で
あ
る。

実
際
に
は、
『

新
序』
『

説
苑』
に
収
め
ら
れ
る
説
話
群
の
出
典
が

そ
の
よ
う
な
偏
り
を
示
す
こ
と
は
な
く、

広
く
群
書
に
及
ん
で
い
る。

『
春
秋』

三
伝
に
つ
い
て
見
て
も、
左
氏
が
多
数
を
占
め
る
と
は
い
え、

(38)
 

公
・

穀
も
少
な
く
は
な
い。

ゆ
え
に
如
上
の
見
方
は
必
ず
し
も
事
実

に
沿
う
も
の
で
は
な
い。

し
か
し、

お
そ
ら
く
は
劉
款
か
と
疑
わ
れ

る、
上
引
の
一
文
を
も
の
し
た
人
物
の
脳
裏
に
お
い
て
は、
『

新
序』

『
説
苑』

は
「

行
事」

を
記
し
た
左
氏
系
の
書
物
で
あ
っ
た
し、

そ

う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た。

そ
こ
に
は
あ
た
か
も、

同
じ
く
劉

向
の
手
で
整
理
さ
れ
た
『

戦
国
策』

の
場
合
と、

同
様
の
事
情
が
は

(39)
 

た
ら
い
て
い
た
の
で
あ
る。

以
上
の
よ
う
に、

前
漠
末
期
に
あ
ら
わ
れ
た
「

伝
記」
と
い
う
言

葉
は、

一
般
的
な
意
味
で
は
経
解
の
類
の
総
称
で
あ
っ
た
が、

同
時

お
わ
り
に

( 10) 



に、

こ
の
時
期
の
春
秋
学
に
お
け
る
左
氏
顕
彰
の
動
き
の
な
か
で、

「
口
説」

な
ら
ぬ
書
か
れ
た
も
の、

ま
た
「

空
言」

な
ら
ぬ
事
実
を

記
し
た
も
の
と
い
う
特
別
な
価
値
を
も
負
わ
さ
れ
た
概
念
で
あ
っ
た。

と
り
わ
け
「

伝
記」

と
「
口
説」

と
の
対
立
は、

ひ
と
り
春
秋
学

の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず、

た
と
え
ば
玉
充
の
い
わ
ゆ
る
「

世
儒」

と

(

40
)
 

「
文
儒」

の
対
比
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な、

後
漢
に
か
け
て
の
学
術

観
な
い
し
著
述
観
の
変
化
へ
と
連
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が、

そ
の

詳
細
な
考
察
に
つ
い
て
は
後
日
を
侯
ち
た
い。

注
(
1)

一
般
的
な
観
点
か
ら
は
呂
思
勉
「

伝
・

説
・

記」
（『
呂
思
勉
読
史
札

記』 、
上
海
古
籍
出
版
社、
一
九
八
二 、

所
収）
等
が
有
益
だ
が、

小
論

の
関
心
よ
り
す
れ
ば、

と
り
わ
け
戸
川
芳
郎
「

芸
文
志
ー

偶
談
の
余

(
3)」
（『
漢
文
教
室』
一
〇
八、
一
九
七
三）
に
多
く
を
負
っ
て
い
る。

(

2
)

拙
稿
「『

七
略』
の
体
系
性
を
め
ぐ
る一
考
察」
（『
千
葉
大
学
人
文
研

究』
三
九、
二
0
I
 

0) 、

三
四
ー

四
0
頁 。

(

3
)

余
嘉
錫
『
目
録
学
発
微』
（
中
華
書
局 、
一
九
六
三） ‘
-
三一
頁 。

(

4
)

『
漢
書』
と
近
い
時
期
に
書
か
れ
た
王
充
『

論
衡』
量
知
篇
に
も
「

戟

竹
為
筒 、

破
以
為
牒 、

加
筆
畢
之
跡、

乃
成
文
字、

大
者
為
経、

小
者

為
伝
記」
と、
経
と
「

伝
記」
を
対
比
さ
せ
た
例
が
あ
る。

(

5
)

戸
川
上
掲
論
文、
二
八
頁 。

(
6)
な
お、
『

漢
書』
芸
文
志
序
に
は
武
帝
期
の
こ
と
と
し
て
「

於
是
建
蔵

書
之
策 、

置
書
写
之
官 、

下
及
諸
子
伝
説、

皆
充
秘
府」
と
あ
る。

(

7
)

王
国
維
は、
『

論
語』
『

孝
経』
『

孟
子』
『

爾
雅』
の
博
士
は
同
時
に

廃
止
さ
れ
た
が
そ
の
理
由
は
単一
で
は
な
く、
『

孟
子』
は
諸
子
で
あ
る

た
め
に
廃
止
さ
れ、
『

論
語』
『

孝
経』
は
誰
も
が
誦
習
す
べ
き
書
で
あ

っ
て
博
士
に
制
限
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
廃
止
さ
れ
た
と
す
る
（「
漢
魏

博
士
考」 、
『

観
堂
集
林』
巻
四） 。

そ
の
意
を
付
度
す
る
に、
「

諸
子
伝

説」
の
「

諸
子」
は
『

孟
子』
を、
「

伝
説」
は
他
の
三
書
を
指
す
と
考

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か。
た
だ
し、

王
氏
は
「

移
苔
太
常
博
士」
を

引
い
て
「

諸
子
伝
説」
を
「

諸
子
伝
記」
と
し
て
い
る。

(
8)
上
引
の
戸
川
氏
の
言
に
も
あ
っ
た
よ
う
に、
「

伝」
「

説」
「

記」
の
三

者
が
前
漢
期
の
経
義
解
釈
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る。

呂
思
勉
注
(
1)

所
掲
論
文
を
参
照。

な
お、

武
帝
期
以
前
の
こ
と
で、
『

漢
書』
に
見
え
て
『

史
記』
に
見

え
な
い
用
例
を
今―
つ
挙
げ
れ
ば、
『

漢
書』
東
方
朔
伝
の、

館
陶
公
主

が
十
三
歳
の
董
恨
を
侍
童
と
し
て
抱
え
る
く
だ
り
に、
「
囚
留
第
中、

教

書
計
相
馬
御
射 、

頗
読
伝
記」
と
あ
る。
こ
の
「

伝
記」
は
『

孝
経』
『

論

語』
を
指
す
と
思
わ
れ
る。

(

9
)

拙
稿
「

猪
少
孫
の
『

史
記』
補
続」
（『
中
国
文
化
ー

研
究
と
教
育』

六一
、

二
0
01―-）
を
参
照。

(
10)
「
品」
は
「

契」
の
本
字。
『

説
文』
巻
十
四
上
「
内」
部
に
見
え
る。

(
11)
『

詩』
は
商
頌・
玄
鳥
お
よ
び
大
雅•
生
民
を
指
す。
な
お、
上
引
文

中
に
「

父
皆
黄
帝
子」
と
あ
る
が、

実
際
は
黄
帝
の
曾
孫
で
あ
る。

索

隠
に
「

此
云
黄
帝
子
者、

謂
黄
帝
之
子
孫
耳」
と
い
う。

(
12)
亀
策
列
伝
に
「

窃
好
太
史
公
伝」
と
あ
る
の
が
そ
う
で
あ
る。
た
だ
し、
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そ
の
直
後
に
つ
づ
く
「

太
史
公
之
伝
日」
云
々
は、

明
ら
か
に
太
史
公

自
序
か
ら
の
引
用
で
あ
り、

ゆ
え
に
「

太
史
公
伝」
も
太
史
公
自
序
の

み
を
指
す
呼
称
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る。

今
後
者
を
も
っ
て
『

史
記』

全
体
を
指
す
と
す
る
の
は、

戸
川
氏
の
説
に
よ
っ
た
（
戸
川
芳
郎
「

史

記
の
名
称
ー

偶
談
の
余(
2)」 、
『

漢
文
教
室』
一
0
六、
一
九
七
三、
二
四

ー
ニ
五
頁） 。

(
13)
『

漠
書』
揚
憚
伝、
『

論
衡』
道
虚
篇、

ま
た
『

風
俗
通』
に
も
散
見

す
る。

前
注
所
掲
戸
川
論
文、
二
三
ー

ニ
四
頁
を
参
照。

(
14)
同
上、

二
五
頁 。

(
15)
毛
伝
は
契
を
高
辛
氏
と
簡
秋
の
子 、

后
稜
を
高
辛
氏
と
姜
嫁
の
子
と

す
る。

ち
な
み
に
鄭
箋
は
そ
れ
と
異
な
り
感
生
帝
説
を
取
る。

(
16)
「

張
夫
子」
が
『

漢
書』
儒
林
玉
式
伝
に
猪
少
孫
の
兄
弟
子
と
し
て
そ

の
名
の
見
え
る
張
長
安
で
あ
る
こ
と
は、
『

史
記
会
注
考
証』
に
指
摘
が

あ
る。

同
伝
に
「
由
是
魯
詩
有
張・
唐・
堵
氏
之
学」
と
あ
る
張
氏
と

猪
氏
は
こ
の
二
人
の
こ
と
で
あ
る。

(
17)
『

史
記』
三
代
世
表
「

於
是
以
五
帝
繋
諜・
尚
書
集
世 、

紀
黄
帝
以
来

屹
共
和
為
世
表」 、

索
隠
「

案
大
戴
礼
有
五
帝
徳
及
帝
繋
篇、
蓋
太
史
公

取
此
二
篇
之
諜
及
尚
書、

集
而
紀
黄
帝
以
来
為
系
表
也」 。

な
お、
『

史

記』
殷
本
紀
お
よ
び
周
本
紀
は
か
え
っ
て
「

無
父
而
生」
の
立
場
を
取
る。

(
18)
た
だ
し、
「

諸」
字
を
「

之
於」
の
意
と
す
る
解
釈
も
ま
た
可
能
で
あ

ろ
う。

(
19)
索
隠
は
「

非
正
経、

即
史
伝
雑
説
之
書」
と
す
る。

滑
稽
列
伝
補
論

の
下
文
に
も
「

武
帝
時、

斉
人
有
東
方
生
名
朔 、

以
好
古
伝
書、

愛
経

術 、
多
所
博
観
外
家
之
語」
と 、

類
似
の
表
現
が
見
え
る。

な
お、

注

(
9)
所
掲
拙
稿
を
参
照。

(
20)
戸
川
注
(
12)
所
掲
論
文、
ニ
ニ
頁 。

(
21)
『

漢
書』
劉
款
伝
の
上
文
で
は
「

欲
建
立
左
氏
春
秋
及
毛
詩・
逸
礼・

古
文
尚
書
皆
列
於
学
官」
と
『

毛
詩』
を
も
加
え
て
い
る
が、
「

移
書
譲

太
常
博
士」
の
文
中
で
は
『

詩』
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の

の
『

毛
詩』
へ
の
言
及
は
な
い。

(
22)
『

漠
書』
芸
文
志
各
略
の
総
序
や
各
類
の
小
序
は
『

七
略』
輯
略
に
由

来
す
る
と
考
え
ら
れ
る。

眺
振
宗
「

七
略
侠
文」
（『
師
石
山
房
叢
書』 、

開
明
書
店 、
一
九
三
六、

所
収）
序
を
参
照。

(
23)
『

漠
書』
儒
林
伝
に
は、

張
蒼・
買
誼
以
下 、

漠
初
以
来
『

春
秋
左
氏

伝』
を
伝
え
た
者
の
名
を
挙
げ
て
い
る
が、
こ
こ
で
の
劉
欽
の
認
識
と

は一
致
し
な
い。

(
24)
た
と
え
ば
戸
川
氏
は
後
者
に
認
め
ら
れ
る
「

事」
の
強
調
に
注
意
を

促
し
て
い
る
（
注
(
1)

所
掲
論
文、

二
六
ー

ニ
七
頁） 。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
次
節
に
取
り
上
げ
る。

(
25)
『

春
秋
公
羊
伝
注
疏』
何
休
序
「

伝
春
秋
者
不一
」
旬
下
の
徐
彦
疏
に

引
く。

戴
宏
に
つ
い
て
は、
『

後
漢
書』
呉
祐
伝、

お
よ
び
そ
の
李
賢
注

に
引
く
『

済
北
先
賢
伝』
に、

零
細
な
が
ら
言
及
が
あ
る。
字
は
元
襄 、

済
北
郡
剛
県
の
人
で、

儒
宗
と
し
て
東
方
に
名
を
馳
せ、

官
は
酒
泉
太

守
に
至
っ
た
と
い
う。

順
帝・
桓
帝
の
頃
(―
二
六
ー一

六
七）
の
人

で
あ
ろ
う。

な
お、

そ
の
著
『

懐
疑
論』
に
つ
い
て
は、

吉
川
幸
次
郎

「
戴
宏
懐
疑
論
考」
（『
東
方
学
報
京
都』
二 、
一
九
三一

、
『

吉
川
幸
次

郎
全
集』
六、

筑
摩
書
房 、
一
九
六
八、

所
収）
に
輯
侠
と
考
証
が
あ
る。

(
26)

文
字
の
誤
脱
が
あ
る
と
思
わ
れ
る。

吉
川
上
掲
論
文
は
「

其」
を
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「
共」
に
作
り、

唐
晏
『

両
漢
三
国
学
案』
は
「

其」
を
「

与」
に
作
る。

(
27)
『

漢
書』
劉
款
伝
に
「

款
以
為
左
丘
明
好
悪
与
聖
人
同 、

親
見
夫
子、

而
公
羊
穀
梁
在
七
十
子
後、
伝
聞
之
与
親
見
之、

其
詳
略
不
同」
と
い

う
の
に
よ
れ
ば、

単
に
「

末
師」
と
は
七
十
子
よ
り
後、
「
口
説」
と
は

再
伝
三
伝
を
経
た
と
い
う
程
度
の
認
識
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い。

(
28)
『

公
羊
伝』
何
序
「

恨
先
師
観
聴
不
決」
徐
疏
に
「

此
先
師、

戴
宏
等

也」
と
い
う。

(
29)

孔
子
説
経
説
話
に
つ
い
て
は、

岩
本
憲
司
「

春
秋
学
に
お
け
る

「
孔
子
説
経」

説
話
に
つ
い
て」
（『
東
方
学』
六
五 、
一
九
八
三）

を

参
照 。

(
30)
徐
疏
に
「

演
孔
図
文
也。
…

当
爾
之
時、

書
契
紀
綱
尽
皆
散
乱、

唯

有
孔
子
春
秋 、
口
相
伝
者、

独
存
而
不
絶」
と
い
う。

(
31)
上
引
の
ご
と
く
『

史
記』
十
二
諸
侯
年
表
序
に
も
左
丘
明
が
孔
子
の

見
た
「

史
記」
に
よ
っ
て
『

左
氏
春
秋』
を
作
っ
た
と
あ
る
が、

孔
子

と
と
も
に
「

史
記」
を
見
た
と
は
い
っ
て
い
な
い。

な
お、

前
漢
期
の

『
厳
氏
春
秋』
侠
文
に
観
周
篇
を
引
い
て
「

孔
子
将
脩
春
秋 、

与
左
丘
明

乗
如
周 、

観
書
於
周
史、

帰
而
脩
春
秋
之
経、

丘
明
為
之
伝、

共
為
表

裏」
と
い
う
（『
春
秋
左
氏
伝
正
義』
杜
預
序
「

左
丘
明
受
経
於
仲
尼」

正
義
に
引
く
沈
文
阿
の
説
に
見
え
る） 。

(
32)
こ
の
「

史
記」
は
む
ろ
ん
司
馬
遷
の
『

史
記』
と
は
別
物
で
あ
る。

し
か
し
第
一
節
に
見
た
よ
う
に、
『

太
史
公
書』
も
ま
た
「

伝
記」
と
呼

ば
れ
て
い
た
こ
と
は、

単
な
る
偶
然
で
は
あ
る
ま
い。
『

太
史
公
書』
の

も
つ
事
実
の
記
録
と
い
う一
面
の
た
め
に、
「

伝
記」
の
称
が
よ
り
符
合

す
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か。

(
33)
戸
川
注
(
1)

所
掲
論
文、

お
よ
び
岩
本
憲
司
「

義
か
ら
事
ヘ
ー
『

左

史
伝』
の
出
現」
（
渡
退
義
浩
編
『

両
漢
に
お
け
る
詩
と
三
伝』 、

汲
古

沓
院 、

二
0
0
七） 。

(
34)
岩
本
氏
の
表
現
を
借
り
た。

同
氏
上
掲
論
文
を
参
照。

(
35)
『

漢
書』
劉
款
伝
に
は
『

左
氏
伝』
に
対
す
る
劉
氏
父
子
の
態
度
に
つ

い
て、
「

父
子
倶
好
古」
と
し
な
が
ら
も、
「

欽
数
以
難
向 、

向
不
能
非

間
也、

然
猶
自
持
穀
梁
義」
と、

劉
向
が
穀
梁
家
の
立
場
を
守
っ
た
こ

と
を
伝
え
る。

と
す
れ
ば、

劉
向
の
左
氏
へ
の
愛
好
は、

せ
い
ぜ
い
二

次
的
な
も
の
に
と
ど
ま
り、

劉
欽
の
過
激
さ
と
は一
線
を
画
し
た
と
思

わ
れ
る。

(
36)
注
(
2)
所
掲
拙
稿、

三
0
ー

三
二
頁
を
参
照。

(
37)
戸
川
注
(
1)

所
掲
論
文、
二
七
頁 。

(
38)
『

新
序』
は
公
羊
寄
り、
『

説
苑』
は
穀
梁
寄
り
と
さ
れ
る。

池
田
秀

――-
「

劉
向
の
学
問
と
思
想」
（『
東
方
学
報
京
都』
五
0 、
一
九
七
八） 、

野
間
文
史
「

劉
向
春
秋
説
孜」
（『
哲
学』
三一

、

広
島
哲
学
会、
一
九

七
九） 、

北
村
良
和
「

劉
向
史
学
管
見」
（『
東
方
学』
六
二、
一
九
八一
）

等
を
参
照。

(
39)
た
だ
し、

そ
う
で
あ
れ
ば
『

戦
国
策』
と
同
様 、
『

新
序』
『

説
苑』

も
春
秋
家
に
編
入
さ
れ
て
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
が、
『

漢
書』
芸
文
志
で

は
諸
子
略
儒
家
に
「

劉
向
所
序
六
十
七
篇」
の一
部
と
し
て
著
録
さ
れ

て
い
る。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
を
侯
ち
た
い。

(
40)
『

論
衡』
書
解
篇。
な
お、
著
述
家
た
る
「

文
儒」
を
代
表
す
る
人
物

の
う
ち
に
は
司
馬
遷
や
劉
向
が
含
ま
れ
る。

（
千
葉
大
学）
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